
































































































































































































     僅翻路』晒∫亦」噸ザ瞭r厩ノ.'..ドv占f“'、必【一・・=1
          ÷・●  岳gσ捌
    ・鐙8uどσs臼
    厄εび旦90ε虹

















































































































































   1一.して狸∫岬ヨ.t.・o呪一'{びπ'一σ1メε乙9hト!職9レ±ト  "呪,岬仰oρ口'
    桝!l111額罪'1し鷲.“'砕1
  1'E幽幽蜘恥㈱'曲解胆鵬糊ゴ叩脚励
   位%～SEUI]
 [o匹」}レ」OLρ阜rOtrOレρL
 摯oL
 rOし
 ,、言
至
,OL9
[,oL
 ρ監
 ・那τ61一】ε乙8甲0一如冒UIUI凹。↓9P
 町(乙1)P四`(II)。sb田0肛OP2P」O甲os‡Old9'角」
 凸“x臼』xr+Ux動
 10、⊥γ贈レ'閃?-隅・ト凸げ』x9・o短+ロxε,
 .bl吐,擢焔L4u舗ピ阿1開口電。
 弔こ自“O引OO」O弔0000'O
 .b『1エ.'ン融●【㌔聯」1脚r`o
 jo'鴎、忙。ボ蘭,ぬ随Hゐ OGoo鑓・
 .=げ・⊥,・川。」・蘭,加州の即自;・一子、+
 ゆ ヨムロロけロこう
 ナごはうコ ドぬきロマリロリウヤム
 ・翫・罵・L圃」醐串。弓㌦)虻に・哩。。。。。～L・
 ヨゆようれよロド ユロロハリドキリロゆハゆ
 焼.畑醐隅匂守中自。』,㈱L'《
 'O『は,O抽L'画具凋コ■r【㎎O co{o掌'
 ■ロ=1⊥■“OLI醐甥町帥ro
o  [O『1⊥ン軍曹1'め』旧電衝“HA
 `O'LL'班⊥●ド司ゆGマ概観HO
曜旧監
 〔o'一」』欄ゼー岡7卿舶▽
 o～⊥旙こ噸L軸1]嗣憎ム 慨oo卜
 。『⊥γ附し叩m幽幽矧つ
 【o『1⊥ン剛L'糊=甘湘埴▼
 ■一η■
 論文審査結果の要旨
 鋼中の酸素は低温脆性の主因の一つと考えられており、また脱酸生成物である非金属介在物が製品
 鋼中に残留すると疲労特性の低下等の原因になるため、種々の脱酸方法が提案されてきた。ところが最
 近、高価な合金元素添加なしに、オーステナイト鋼粒内に微細な脱酸生成物を積極的に分散し、熱処理
 工程においてオーステナイト粒の粗大化の防止材としたり、冷却に伴う鉄鋼の変態過程でのフェライト
 核生成サイトとして作用させ、フェライト結晶粒を微細化させたり、溶接部、溶接熱影響部の結晶粒微
 細化材としたり、積極的に利用することが提案されている。この方法により鉄鋼材料の機械的性質を画
 期的に向上させることができれば、余分な合金元素を添加しない鉄鋼製品の生産が可能となり、そのリ
 サイクル性が増大し、環境にやさしい鉄鋼材料の開発が可能となる。この脱酸生成物の一候補として、
 Ti系酸化物の利用が提案されている。
 しかしながら、脱酸生成物のTi系酸化物の種類は、添加Ti濃度により変化することが知られている
 が、両者間の相平衡関係はまだ明らかにされておらず、これらの各種Ti系酸化物の鋼結晶粒微細化への
 正確な役割はまだ明らかにされていない。そこで、本研究では、製鋼温度における、種々のTi濃度の鉄
 と平衡する各種Ti酸化物の化学組成の同定を行い、同時にこれらのTi酸化物と共存する溶鉄中のTiと
 。間の平衡関係を測定し、Ti脱酸に関する信頼性の高い熱力学的諸数値の導出を目指して研究を行った。
 本論文は全7章より成る。
 第1章は緒論である。
 第2章では、所定組成のFe-Ti合金と自製`Ti3057坩堝を用いて平衡実験を行い、坩堝内面に生成した
 Ti酸化物相を後方電子散乱法(EBSD)で同定した。その結果、Ti濃度が増加するにつれて平衡する酸化
 物は`Ti305'、Ti203、`Tio'と変化すること、並びにそれに対応するTi濃度領域を明らかにした。本法に
 よれば、鋼中に残存する100mユ程度の微細なTi系介在物の種類を正確に同定し得ることも示した。
 第3章では、低濃度Tiを含有する溶鉄と平衡するTi酸化物中のFe固溶度の温度依存性を、エネルギ
 ー 分散型x線分析法(EDAX)を用いて同定した。その結果、溶鉄中のTi濃度が低くなることにつれて、
 Fe固溶度は大きくなる傾向が認められた。よって、第4章および第5章では、`Ti305'固溶体中のFe/Ti
 の原子比率が。.05以下になる測定結果についてのみ、`Ti305'の活量を1と見倣して、熱力学的考察で用
 いた。
 第4章では、種々のTi酸化物相と共存している溶鉄のTi脱酸平衡実験結果、及びこれまで提出され
 ているTi脱酸平衡に関する熱力学緒数値並びに実験値そのものを再検討し、広いTi濃度範囲において
 Wagnerの提案式による溶鉄中のTiと0間の平衡関係の温度依存性を明らかにした。
 第5章では、広い組成域のTi濃度に対して適用できる、Darkenが提案した二乗形式とRedlich-Kister
 型多項式を組み合わせた方式により、溶鉄中のTiと0問の平衡関係の温度依存性を明らかにした。
 第6章では、`TiO'相の広い固溶領域、並びに`Ti305'へのFeの固溶について、それらの化学組成をEDAX
 で行うことにより、1873Kにおける溶融Fe-Ti合金との相平衡関係を明らかにした。
 第7章は総括である。
 このように本研究結果は、極最近大きな話題となっている結晶粒微細化による鉄鋼の強度、寿命の大
 幅な増大を目指した超鉄鋼生産のための貴重な基礎データを提出しているものであると高く評価され
 ている。
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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